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　OIDEYO ハウスでは、多
た よ う

様な作
さぎょう

業や活
かつどう

動を通
とお

してご利
り よ う し ゃ

用者様
さま

が自
じ そ ん し ん

尊心を持
も

ち、地
ち い き

域の皆
みな

さ
まとつながりながら社

しゃかいてき

会的役
やくわり

割を実
じつげん

現できるよう、支
し え ん

援させていただいています。今
こんかい

回は、
作
さぎょう

業の様
よ う す

子と併
あわ

せて、長
ながねん

年に渡
わた

って OIDEYO ハウスの商
しょうひん

品購
こうにゅう

入や、お仕
し ご と

事を依
い ら い

頼してくださ
っている皆

みなさま

様の声
こえ

をご紹
しょうかい

介いたします。

ウエス作
さぎ ょ う

業
　シーツやタオル類

るい
を各

かく
サイズにカットし

て、販
はんばい

売しています。

箱
はこ

折
おり

作
さぎ ょ う

業 
　衛

えいせいめん
生面に気

き
を付

つ
けて不

ふりょうひん
良品を出

だ
さないよ

うに取
と

り組
く

んでいます。

クラフト作
さぎ ょ う

業
　「織

お
りの商

しょうひん
品」と「雷

かみなり
グッズ」の２種

しゅるい
類を

販
はんばい

売しています。

清
せい そ う

掃作
さぎ ょ う

業
　気

き も
持ちよく生

せいかつ
活して頂

いただ
けるよう頑

が ん ば
張って

います。

オートパル信
しんしゅう

州うえだ
真
さ な だ え い ぎ ょ う し ょ さ ま

田営業所様より
　主

おも

に車
しゃけん

検や修
しゅうり

理時
じ

に発
はっせい

生するオ
イル等

など

を拭
ふ

く時
とき

に使
つか

っています。

生
き じ

地も良
よ

く吸
きゅうすいせい

水性もあり、適
て き ど

度な
大
おお

きさに切
き

りそろえられていてと
ても使

つか

いやすいです。

㈱ 塚
つ か だ

田メディカル・リサーチ様
さ ま

より
　当

とうしゃ

社の医
いりょう

療機
き き

器の一
い ち ぶ

部であるキャ
ップをこの箱

はこ

に入
い

れて、全
ぜんこく

国・海
かいがい

外
の病

びょういん

院や患
かんじゃ

者さんへお届
とど

けしていま
す。希

き さ き

咲館
かん

さんには長
ながねん

年の作
さぎょう

業経
けいけん

験
があり、安

あんしん

心してお任
まか

せしています。

ゆきむら夢
ゆ め こ ぼ う さ ま

工房様より
　ご来

らいかん

館頂
いただ

くお客
きゃくさま

様には、特
とく

に
動
どうぶつ

物ケースが人
に ん き

気で、年
ねんれい

齢を問
と

わず女
じょせい

性の方
かた

が「かわいい！」
と言

い

って買
か

われています。とて
も丁

ていねい

寧に作
つく

られ、いい商
しょうひん

品です。

アザレアンさなだ様
さ ま

より
　施

し せ つ

設内
ない

の清
せいけつ

潔維
い じ

持には不
ふ か け つ

可欠な
業
ぎょうむ

務で、入
にゅうきょ

居されている方
かた

や外
が い ぶ

部
からの訪

ほうもんしゃ

問者からも整
せ い り

理整
せいとん

頓が行
い

き届
とど

いていると好
こうひょう

評です。

今
こ ん ご

後ともよろしくお願
ねが

いします。

地
ち

域
い き

とつながる

OIDEYOハウス
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ここ数
すう

年
ねん

コロナの流
りゅうこう

行等
など

で制
せいげん

限もありましたが、少
すこ

しづつ以
い ぜ ん

前の日
にちじょう

常に戻
もど

りつつあり
ます。さなだの杜

もり

のご利
り よ う し ゃ

用者様
さま

達
たち

はこのように楽
たの

しんでいます。

コロナでなくなってしまった「祭
まつ

り」楽
たの

しみにされてい
たご利

り よ う し ゃ

用者様
さま

も多
おお

くいらっしゃいました。「お祭
まつ

りの気
き ぶ ん

分
だけでも」そう思

おも

って屋
や た い

台風
ふう

に食
た

べ物
もの

を提
ていきょう

供させていた
だきました。好

す

きな物
もの

を食
た

べて、飲
の

んで、楽
たの

しんでいた
だきました。

楽
たの

しかったよ
またやろうね

少
すこ

しずつ制
せいげん

限がゆるくなり、外
がいしゅつ

出や外
がいしょく

食を楽
たの

しめるようになりました。
皆
みな

それぞれ個
こ べ つ

別外
がいしゅつ

出で行
い

けなかった場
ば し ょ

所、出
で き

来なかった事
こと

を楽
たの

しんでいます。
外
がいしょく

食の他
ほか

にもカラオケや買
か

い物
もの

に余
よ か

暇を使
つか

い楽
たの

しんでいます。

スタバで一
ひと

休
や

みの友
ゆう

太
た

さん 沢
たく

山
さん

盛
も

ります仁
じん

一
いち

さん いただきます！の千
ち

春
はる

さん お寿
す

司
し

だ！敏
とし

信
のぶ

さん

日
にっちゅう

中活
かつどう

動の時
じ か ん

間を使
つか

い
みんなで一日

にち

外
がいしゅつ

出して
きました。長

な が の

野方
ほうめん

面に
行
い

きおやきファームで
おやきを食

た

べました。
お昼

ひる

はパン工
こうぼう

房で好
す

き
なパンを選

えら

んで食
た

べて
います。

あつまれさなだの杜
も り

少
す こ

しずつ日
にち　じょう

常へ

この素
す て き

敵な日
にちじょう

常をもっともっと楽
たの

しんでもらえるよう支
し え ん

援していきます

みんなで出
で

かけました‼
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≪原点≫
　「皆さまと生活したい」その直感を信じ、かりがね福祉会医療職として仲間入り。
　周囲の皆さまに支えられ、笑顔に癒され、感謝感謝の繰り返しの日々 を重ねてきました。
　当時は医療業務を行いながら、送迎に出たり、時には厨房に入ったり、夜勤も月３回。
　皆さまと過ごす時間を楽しみながらも、全く知識のなかった福祉を学ばせていただく毎日でした。

　あれから２０年・・・制度も社会も変貌を遂げ、福祉会の規模は大きく成長し、ご利用者様は高齢化重度化。
言葉だけではない表現を模索し、さまざまな疾患に対応するため医療の介入が増し続け、慌ただしい日々 を過
ごしております。

≪深遠な福祉≫
　かりがね福祉会は基本方針や行動指針「クレド」をいつでも胸にきざみ、全職員が一丸となって、環境を
ご利用者様に近づける努力を重ねています。
　私自身も、各部署や医療機関と連携を取りながら御本人がより自分らしい人生であるための医療支援を常
に心掛けています。
　大勢の方々が、かりがね福祉会に携わり、その先輩方の熱い思いに触れ、現在の希望を託される時、こ
れほど福祉会が皆に愛されていることに幸せを実感すると共に、身の引き締まる場面も多々あります。
　かりがね福祉会は研修の場が多くプログラムされます。学ぶことで、それが身になり自信になります。すると
気持ちに余裕が生まれ、支援も生活も満たされ成長に繋がっています。
　福祉会に関わる皆が笑顔で過ごせること。それが健康と信じています。

≪これからの楽しみ≫
　子育ても一段落しようとしている今、余裕ある生活への計画（ECO活動）を企んでいます。
　また、いつか職を離れたあと次はボランティア（余暇）として、あれもしたいこれもしたいと考える時間は楽
しいものです。花を育てたり、草むしりしたり、裁縫や手芸したり、絵を描いたり（過去美術部）と地味な夢
ですけれど。ご利用者様の御家族に教えていただいた美味しいレシピや生活の知恵。それを恩返しできるよう
な時間を作りたいです。
　心や体が涙する日はとことん寄り添い
ます。呼んでください。ぬくもりを伝え
られる存在になりたいものです。
　まだまだこれから。精進してまいりま
す。ご指導の程よろしくお願い致します。

我が家の玄関・・・風の工房　故 M 様の作品です。

3

医療スタッフ：飯島 理佳

題字／宮下宜績 さん
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キラッ 光る ご家族の手記と ③
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増田ゆかりさんお兄様　増田芳希さん
　妹の“ゆかり”が障害者支援をお願いするに至ったのは、彼女が 40 歳になろうと
していた頃でした。
　両親は、彼女の知的能力が低い事は承知していましたが、勉強の出来ない子は沢
山おり、娘は中でも特に学習能力が低いので、家族の力で社会参加が出来るよう育
てようと考えていたのだと思います。ちなみに、私達の父親は教員でした。知的障
害者向けの施設があることは知っており検討もしたようですが、娘を溺愛する母は
自分の手元で守ろうとする気持ちが強く、客観的に娘を見ることが出来なかったよ
うです。父が他界し母も高齢化して行く中で、遅ればせながら支援をお願いする事
となりました。
　“かりがね”にお世話になリ始めた頃は“ゆかり”も新しい人間関係に戸惑う事も多かったと思いますし、長い
間我が儘に暮らしてきた年長の利用者にスタッフの皆さんも大変だったと思います。ですが、当の本人が楽しく
過すのに時間は掛かりませんでした。
　彼女にとって楽しいのは話し相手がいる事。一方的に話し続けるのですが、話を聞いて貰う事が“彼女が彼女
である”一番の事なのです。利用者の皆さん、スタッフの皆さんと過ごし、話し続ける事が出来る環境はとても
幸せだと思います。
　集団生活では周りの皆さんへの協調が必要であり、我が儘な妹はご迷惑をおかけする場面が多々あると思いま
すが、どうぞ、今後ともよろしくお願い致します。

小池勝さんお姉様　須田美香さん
　弟の勝は名称もかりがね学園となっていた旧施設の頃よりお世話になっています。
交通事故で入院するなど大変な事もありましたが、今は分解の仕事で OIDEYO ハウス
にもお世話になっています。この分解の仕事が勝にとってはピッタリなのですが、困
り事の種でもあり、施設の物を分解し壊してしまったり自分の服も破ってしまったり
…でも普通なら叱られてしまう壊すことや分解も OIDEYO ハウスに行けば仕事として
喜んでもらえる。分解して種類ごとにネジを分ける細かい作業ではあるのですが、今

では勝の大好きな場所になっています。交通事故の後遺症で
腰痛もあるのですが、職員の方が転倒防止や衛生面、身支度
など細かい所まで気配り頂き楽しく過ごせている事に感謝し
ています。これからも勝の大好きな分解の仕事が 1 日でも
長く続けられる事を願うとともに、障害のある方もそれぞれ
の特性を活かし誰もが自分らしく生活できる事を願うばかり
です。

小池 勝さん

増田ゆかりさん
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さんの活動内容は運動、ワーク、缶つぶしです。

　活動を終えた後は、お楽しみの「絵」の時間が始まります。と言っても、ご自身

で描くのではなく、ご自宅でパソコンから印刷してきた物の中から1日2枚選び、

その絵をスタッフが写し絵や色塗りをするのを眺める

時間です。

　色彩感覚豊かな さん。「ここはこの色だよ」

「ここは影の部分だよ」そんなやりとりをしながら、

ももいろでの時間をゆっくりと過ごされています。

　次はどんな絵を選び持ってきてくれるのでしょう

か。私は さんと色塗りをするまったりした時間を

いつも楽しみにしています。

高寺隆浩「無題」

野口一枝さん「無題」

若林春樹さん「コスモス」

平野元章さん「車」

内堀聡さん「無題」

村澤ふみ子さん「どうぶつ」
徳増さやかさん「ママ」

5
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諏訪部良智さん

感謝録 皆様のご支援・ご協力に感謝申し上げます。
※敬称略させていただきます　2023年7月１日－2023年9月30日

匿名　アザレアンさなだ　いちごの家　春原敏行　
高寺陽子　清水彰　坂口哲雄　荻原食品　縵沢不二雄
小竹昭雄　下原自治会　堀内淳　荒木克子　
小池恵美子　北澤雄司
アルミ缶　牛乳パック　野菜　座布団　スイカ　レタス
肉　食材　タオル類　お花　　　　　　　　　　以上

■長野県　小林彰　月内けさみ　小西葉子　小林典子
酒井照明　小川原泰代　柳澤信司　北澤雄司　
勝田ちなみ　矢島節子　西澤恵美子　荻原美代子　
福西邦久　熊崎一也　守谷晴美　武井孝　金子恵　
林昇一　中村登喜雄　中澤盛雄　宮下壮一　塚田弘人
小岩井啓一　豊永せつ子　若林幸正　松井順子　
笠原茂正　若林誠　大島政雄　北沢清嗣　中沢正子　
佐藤政弘　佐藤琢磨　町田結花　坂口みゆき　

寄贈物品

2023 年度運営会費納入金額 （2023年4月1日～2023年 12月31日）

会員数（名） 会費（円）
長野県 175 855,480
北海道 2 8,000
東北地方 1 1,000
関東地方 28 301,000
中部地方 5 50,000
北陸地方 2 13,000
近畿地方 4 28,000
中国地方 1 3,000
四国地方 0 0
九州地方 0 0
合計 218 1,259,480

　リーフケア株式会社の諏訪部良智と申します。

　リーフケア株式会社の紹介を少しさせて頂きた

いと思います。

　創業2005年今年で18年目になり、地域のた

めに貢献できる会社を目指している会社でござい

ます。

　創業者の諏訪部は、本原の下郷沢の出身、今年

で46歳になる4児の父でございます。

事業内容としまして、介護機器のレンタル・販

売・住宅改修をメインに、医療機器等も販売して

おります。

　『皆様のほんの少しのお手伝い』をスローガンに掲げ、介護で大変なご家庭や福祉施設・医療機関などに日々訪問さ

せて頂いております。

　地域の皆様の笑顔に助けられて本日まで頑張ってきました。

　介護等でお困りの際は、お気軽にご相談ください。

　宜しくお願い致します。

秋山久美子　飯島秀光　山岸昌子　南沢聖子
堀内昌彦　宮原鶴美　■北海道　岩見晴美　■東京都　
中嶋泰子　漆原正　■栃木県　北澤則子　川辺完治　
■埼玉県　武川善子　庄子幸子　■神奈川県　下條幸代　
栗田怜子　■福井県　森さと子　■愛知県　退休寺　
松下保江　■京都府　藪内淑子

2023年度運営会員ご入会者

上田市真田町本原775-4

TEL 0268-72-0072
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地域の方々 7 リーフケア株式会社



 

二
〇
二
三
年
十
二
月
　
昭
和
五
十
四
年
九
月
二
十
六
日
第
三
種
郵
便
認
可
　  

発
行
　
社
会
福
祉
法
人
か
り
が
ね
福
祉
会
　
　
編
集
　
機
関
誌
編
集
委
員
会
　  

制
作
・
印
刷
　
㈱
ア
オ
ヤ
ギ
印
刷
　【
定
価
】
１
0
0
円

 
﹇
季
刊
﹈ 

か
り
が
ね

会員・読者の皆様からのご意見・ご感想お待ちしています。「機関誌編集委員会」までお寄せ下さい。
https://ws.formzu.net/sfgen/S311362702/

社会福祉法人 かりがね福祉会 URL https://karigane.or.jp
■法人本部／ライフステージかりがね
 〒386-2201　長野県上田市真田町長 6430-1 TEL.0268-72-3431　FAX.0268-72-4406
■つつじ 〒386-2201　長野県上田市真田町長 7166-8 TEL.0268-75-5431　FAX.0268-75-5434
■共同生活サポートセンター 〒386-2202　長野県上田市真田町本原 531-1（よつばのいえ内）　TEL/FAX.0268-72-2434
■さなだの杜 〒386-2201　長野県上田市真田町長 6430-1 TEL/FAX.0268-72-0133
■在宅支援センターえ～る 〒386-2201　長野県上田市真田町長 6430-1 TEL/FAX.0268-72-8022
■風の工房 〒386-2201　長野県上田市真田町長 2464-1 TEL/FAX.0268-72-2151
■OIDEYO ハウス 〒386-2203　長野県上田市真田町傍陽 8551-2 TEL/FAX.0268-73-0005
■OIDEYO ハウス（分場） 〒386-2202　長野県上田市真田町本原 1491 TEL/FAX.0268-72-5067
■アトリエ Fuu 〒386-2202　長野県上田市真田町本原 531-2 TEL/FAX.0268-72-1061
■ミライエ 〒386-2201　長野県上田市真田町長 7166-8 TEL/FAX.0268-71-7810

記

編

集
後

　この機関誌の紙面全ページに「昭和５４年第三種郵
便認可」と書かれています（探してみてください）。こ
の昭和５４年は法人が創立された年です。実は、今ま
で内緒にしてきましたが、私も昭和５４年生まれなの
です。かりがね福祉会と同じ年だったりします。かり

がね福祉会とともに成長してきたなんてことはないのです
が、入職して二十数年、一生懸命やってきたような気もし
ますし、あまり何も考えてなかったから今まで続けてこら
れたのかな？なんてことも思います。きっとほどよくやって
これたのだろう。そう思うようにしよう。うん。 （工藤）

●ライフステージかりがね 生活支援員　清水 健人
　2023 年 6 月にかりがね福祉会ライフステージかりがねに生活支援員として入職いたしました。以前は上田市の福祉施
設に勤務し、主にご利用者様の身の回りのお手伝いをさせて頂いておりました。日々働く中で他の施設も見てみたいと
思い、就職先を探していたところ、かりがね福祉会のお話を伺い、違う環境のもと心機一転新たに頑張っていきたいと
思い、入職いたしました。かりがね福祉会に入ってみて思ったことは、職員の皆さんは親切で、分からないことがあって
お聞きすると、どんなに忙しい時でも相談に乗って頂き的確に分かりやすく指導して下さり、聞きやすい環境を自然に作っ
て頂ける働きやすい職場だと感じています。私はご利用者様との意思疎通が難しい関わりの中で、相手の気持ちを汲み
取ること、何を望んでいるのかを理解していくことが今後ご利用者様との関係を築いていく上で必要不可欠だと思って
います。関わりが難しい中で、職員の皆さんはご利用者様のことを理解して相手の気持ちに寄り添って支援している姿
を拝見し、ご利用者様に対して思いやりのある職場だと感じております。そんな素晴らしい職員の皆さんのように私も日々
仕事に取り組んで参りたいと思っております。これから仕事をしていく上で皆様にはご迷惑をおかけすることがあるかも
しれませんが、初心を忘れずに粉骨砕身の気持ちで頑張っていきたいと思っております。何卒よろしくお願いいたします。

今月号のHOTな新スタッフ紹介

　かりがね福祉会は皆様のご支援によって支えられていま

す。会費は法人各施設の設備や備品の充実等のために使わ

れます。また、会員の方には年４回機関誌等を送付してい

ます。皆様のご理解とご協力をよろしくお願い申し上げま

す。専用振込用紙のお取り寄せ、その他お問い合わせは法

人本部までお願い致します。

　　年会費
　１口　1,000 円（何口でも結構です）

　　期間
　1 年単位（ご入会より 1 年間）

　　ご入会方法
●ゆうちょ銀行［00550 － 3 － 8487］
　名義「社会福祉法人　かりがね福祉会」

●上田信用金庫　真田支店［普通預金：95578］
　名義「社会福祉法人　かりがね福祉会　理事　小

コバヤシ

林　彰
アキラ

」

運営会員ご加入のお願い


